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ラインフォース駆動型円盤風の構造と青方偏移したクェーサー吸収線の
起源
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クェーサーのスペクトルには青方偏移した幅の広い吸収線が発見されている。これは、視線方向にガスが加速
されているとすると説明でき、降着円盤からのラインフォース駆動型円盤風が有力な候補である (Proga et al.
2000,2004, Risaliti & Elvis 2010)。この円盤風は、降着円盤表面の金属元素が円盤から放射されたUV光子を束
縛-束縛遷移で吸収する際に発生する力 (ラインフォース)によって加速される。ドップラー効果よってラインセ
ンターのずれが生じ、円盤 (光源) に近い低速ガスがラインセンター付近の UV を吸収してしまっても、遠方の
高速ガスは異なった振動数のUV を吸収できる。したがって、ラインフォースによる効率の良い加速が期待され
る。但し、ブラックホール近傍のようなX 線によって金属が高階電離される領域では働きにくい。
私たちは今回、ブラックホールの重力、遠心力、ラインフォースを含めた輻射力を考慮し、円盤風の軌道計算

を行った。ここで、X線光源は中心点光源、UV光源は降着円盤とし、ガスの電離状態などに応じてラインフォー
スを評価した。その結果、Risaliti & Elvisと同様 100-500 シュバルツシルト半径の限られた領域からのみ円盤風
が噴出すことが確かめられた。さらに解像度を上げた計算を行い、クェーサー (BALクェーサーや NALクェー
サー)の青方偏移した吸収線の観測結果を説明できるのか、実際の観測データと詳細な比較を行い検証した。


